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通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 
 当社は、最近の業績の動向を踏まえ、平成25年５月10日に公表いたしました平成 26年３月期通期業
績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 
１．連結業績予想の修正 
平成 26 年３月期 通期（平成 25年 4 月 1 日～平成 26 年３月 31 日） 

                   （金額の単位  百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（ A ） 24,600 1,200 1,100 660 2 円 28 銭 
今回修正予想（ B ） 13,200 △180 △250 △460   △1 円 59 銭 
増 減 額  （ B － A ） △11,400 △1,380 △1,350 △1,120 － 
増 減 率    （ ％ ） △46.3 － － － － 
(ご参考) 前期実績 
(平成 25 年３月期) 

19,556 1,502 1,485 241 0 円 83 銭 

 
２．個別業績予想の修正 
平成 26 年３月期 通期（平成 25年 4 月 1 日～平成 26 年３月 31 日） 

                  （金額の単位  百万円） 
 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（ A ） 21,700 100 30 10 0 円 03 銭 
今回修正予想（ B ） 10,800 △730 △740 △770 △2 円 66 銭 
増 減 額  （ B － A ） △10,900 △830 △770 △780 － 
増 減 率    （ ％ ） △50.2 － － － － 
(ご参考) 前期実績 
(平成 25 年３月期) 

16,843 376 383 241 0 円 83 銭 

 
 
 
 
 



３．修正の理由 
 貴金属取引において、金地金原料集荷量が当初想定を大きく下回ったことから、金地金生産量及び販
売量が減少し、売上高、営業利益、経常利益及び当期純利益が前回見込から大幅に減少いたしました。 
他方、東京商品取引所東京金先物の投資取引を継続しており、貴金属価格の動向により業績は大きく

影響を受ける状況にあります。予想値に変更が生じた際には確定次第速やかに公表いたします。 
 
注）上記の予想は、発表日現在における入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今
後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 
 
 
 

以  上 
 

 
 

 
 


